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１． 目的 

夏休み中に、学校以外の体験を通して、異なる年齢の友だちや他の地域と交流するなかで、想

像力や精神面を培い、仲間づくりをすることを目的としている。 

 

 

２．内容 

笠間市内の各小学校の児童がいろいろな体験学習を通して、学び合い、ふれあい、仲間づくり

をすることは、人間性豊かな成長につながる。 

体験学習・図工教室・自然観察などの講座を各公民館で企画し、3 館合同による募集案内を行

い、市内全域から自分が学びたい講座へ参加希望が多数あり、夏休みの貴重な思い出になってい

る。 

 

 

３．実施状況 

平成２２年度実績 

小学校１年生から６年生を対象にした講座。夏休み期間 

 

○ 笠間公民館 ４講座 延べ７９名の参加 

戦国武将体験・スーパーマーケット見学･国際交流体験･図工教室の体験型講座 

 

○友部公民館 ４講座 延べ１１５名の参加 

 県警本部見学・お菓子工場見学・おもしろ理科先生・松ポックリの子供たち 

 

○岩間公民館 ４講座 延べ１１９名の参加 

 霞ヶ浦の自然観察・美しい貝殻工作・おもしろ理科先生・お菓子工場＆栃木県立博物館見学 

 

 

 

４．内部評価 

市内の各小学校の１年生から６年生までの児童が一緒に学習し、学び合うことが、人間性の成

長につながり、現行どおり継続実施すべきである。 

 

 

 

 



５．外部評価委員会の意見 
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○事業の必要性については，了解できた。「サタディまなＢe～事業」と同様，参加者の意見を聞く

ためのアンケートを実施してはどうか。また，笠間・友部・岩間各公民館で事業内容の相互検討を

行い，より効率的な運営ができるよう努められたい。 

 

○夏休み期間中における市内各小学校の児童を対象とした事業であり，学校や学年の枠を超えた交

流体験の場であることから，必要性・有効性も高く現行どおり継続実施すべきと認められる。なお，

事業実施に当たってはコスト的感覚を常に考慮し，さらなる効率性の向上に努めていただきたい。

 

○「学校以外ならではの体験」は，有意義なものと思われます。サタデーまなＢe に継続して参加

できない児童にとって，単発での参加が可能ということは魅力のひとつになると思います。 

 人気の講座は，1/3～1/4 しか参加できない由。次年度にも開催するとか，２回実施するとか，で

きるだけ希望を受け入れてあげるような対策をとっていただきたいと思います。 

 「サマースクール」と名称をつけているのですから，もう少し「夏休みならでは」の企画があっ

てもよいように思いました。 

 

 

６．外部評価に対する改善等の取り組み 

 アンケートを実施し，参加者の要望等を活かす講座内容に工夫するとともに，現在の参

加者年代での趣向等を考慮しながら，３公民館で企画内容を検討し，夏休みならではの

体験学習になるようにしていきます。 

また，人気のある講座については，２回実施したり，３館それぞれ別日程で実施する

よう改善していきます。 

 

 


